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普
通
科
高
校
を
対
象
に
調
査

　

同
志
社
大
学
社
会
学
部
・
浦
坂
純
子

教
授
の
研
究
室
で
は
、
２
０
０
９
年
、

全
国
の
普
通
科
高
校
３
９
８
６
校
（
全

数
）
を
対
象
に
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

現
状
に
関
す
る
調
査
」
を
行
っ
た
。
回

答
校
は
８
８
３
校
、
有
効
回
答
数
８
８�

０
校
、
回
収
率
は
22
・
２
％
だ
っ
た
。

　

浦
坂
教
授
の
専
門
は
労
働
経
済
学
。

『
な
ぜ
「
大
学
は
出
て
お
き
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
る
の
か
』（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー

新
書
）
な
ど
、
大
学
教
育
や
若
年
雇
用

に
つ
い
て
の
著
書
も
多
い
。「
こ
の
調
査

は
私
の
研
究
室
の
大
学
院
生
が
テ
ー
マ

と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
す
。
先
行
研
究

や
調
査
に
は
意
外
に
も
高
校
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
全
般
に
関
す
る
も
の
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
網
羅
的
な

基
礎
調
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
た
の
で
す
」
と
調
査
の
経
緯
を
語
る
。

　

大
学
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

卒
業
後
に
就
職
を
控
え
る
こ
と
か
ら
切

実
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
校
生

の
場
合
、
卒
業
後
の
進
路
は
就
職
と
進

学
に
分
か
れ
る
た
め
、
進
路
状
況
に
応

じ
て
多
様
化
す
る
。
進
学
者
が
多
い
高

校
の
場
合
は
ま
ず
は
進
学
へ
の
対
応
を

考
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
高
校

生
の
現
状
を
見
て
い
く
こ
と
が
、
大
学

で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
活
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
調

査
の
根
底
に
は
流
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

調
査
対
象
を
普
通
科
高
校
と
し
た
の

は
な
ぜ
か
。
浦
坂
教
授
は
「
現
在
、
普

通
科
高
校
で
学
ぶ
生
徒
は
高
校
生
全
体

の
7
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
普
通

科
高
校
で
は
進
学
を
目
指
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
中
心
で
す
が
、
そ
の
結
果
、

働
く
こ
と
に
関
し
て
極
め
て
無
防
備
な

ま
ま
、
社
会
に
送
り
だ
さ
れ
る
生
徒
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

実
は
普
通
科
高
校
の
現
状
は
、
大
学

の
文
科
系
学
部
に
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

文
科
系
学
部
は
大
学
で
の
学
問
が
直
接

に
は
働
く
こ
と
に
結
び
つ
か
な
い
も
の

が
多
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
部
分
は

抱
え
な
が
ら
も
、
日
常
の
専
門
教
育
の

中
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
的
な
視
点
を
組

み
入
れ
る
ヒ
ン
ト
は
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
。
関
心
の
あ
る
学
問
に
つ
い
て

豊
か
な
学
び
方
を
す
る
こ
と
で
、
将
来

的
な
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
仕
事
に
も
良

い
影
響
が
出
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ

の
接
続
を
も
っ
と
う
ま
く
で
き
な
い
か

と
」
と
説
明
す
る
。

　

自
分
の
将
来
を
展
望
す
る
に
は
、
現

在
の
社
会
情
勢
を
知
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。
だ
が
、
多
く
の
大
学
生
た
ち
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、
社
会
的
な
課
題

に
対
す
る
関
心
が
低
く
、
時
事
問
題
を

自
分
な
り
に
深
め
て
考
察
す
る「
構
え
」

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
だ
。

　
「
例
え
ば
本
学
部
は
社
会
科
学
系
な

の
で
す
が
、
そ
の
学
部
に
入
っ
て
き
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
学
生
た
ち
は
当
初
は
、

社
会
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
が
非
常
に

低
い
ん
で
す
。
し
か
も
掘
り
下
げ
て
考

　
　
　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
に
関
す
る
調
査
」を
見
る

普
通
科
高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は

ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か

　
新
規
学
卒
者
の
就
職
難
を
背
景
に
、
国
が
学
校
現
場
に
求
め
る
も
の
の
一
つ
が
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

で
あ
る
。
普
通
科
高
校
を
中
心
と
し
た
現
場
の
声
は
芳
し
く
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
な
ど
を
用
い
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
を
重
ね
て
い
る
高
校
も
あ
る
。
今
号
で
は
、
こ
う
し

た
高
校
現
場
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
状
況
を
調
査
し
た
、
同
志
社
大
学
・
浦
坂
教
授
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

特別レポート

資料①　何年前からキャリア教育を実施しているか
校数 ％

実施していない 291 33.1
0 ～１年前 23 2.6
2 ～ 4 年前 141 16
5 ～ 7年前 188 21.6
８～ 10 年前 150 17.4
11 ～ 15 年前 34 3.8
16 ～ 20 年前 21 2.4
20 年以上前 47 3.1
総計 880 100
（出典：�資料①～③，⑤⑦は「キャリア教育の現状

に関する調査」報告 2011 年 4月より作成）

●特別レポート　普通科高校でのキャリア教育

え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
と
疑
問
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
数
年
前
に
入
試
関
係
の
業

務
で
高
校
の
「
政
治
・
経
済
」
の
教
科

書
を
10
数
冊
全
て
読
ん
だ
の
で
す
が
、

例
え
ば
格
差
社
会
に
つ
い
て
は
単
に
画

一
的
に
『
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
が
増

え
て
い
る
。
就
業
支
援
が
大
切
だ
』
程

度
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

『
あ
、
こ
れ
を
暗
記
し
て
き
た
だ
け
で

は
ま
ず
い
』
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

実
際
に
は
高
校
の
先
生
方
は
教
科
書

以
外
の
新
聞
や
資
料
を
使
っ
て
背
景
や

事
情
を
説
明
し
て
、『
こ
ん
な
見
方
も

あ
る
』
と
提
示
し
て
お
ら
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
目
の
前
の
学
生

か
ら
は
、
そ
れ
が
見
え
て
こ
な
い
ん
で

す
」
と
浦
坂
教
授
は
指
摘
し
て
い
る
。

進
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
？

　

そ
れ
で
は
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
幾

つ
か
抜
粋
し
て
見
て
い
く
。
調
査
の
回

答
校
は
「
進
学
率
80
％
以
上
」
が
61
・

１
％
で
進
学
校
が
多
か
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
校
は

５
８
９
校
で
全
体
の
66
・
９
％
に
及
ぶ
。

資
料
①
で
「
何
年
前
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
実
施
し
て
い
る
か
」
を
見
る
と
、

「
５
～
７
年
前
か
ら
実
施
」
が
最
多
で

21
・
６
％
、「
８
～
10
年
前
か
ら
実
施
」

も
17
・
４
％
あ
っ
た
。

　

一
方
、「
実
施
し
て
い
な
い
」
高
校

も
２
９
１
校
（
33
・
１
％
）
に
上
っ
た
。

理
由
に
は
「
進
学
率
が
高
い
」（
就
職

者
が
少
な
い
）
を
挙
げ
た
高
校
が
58
・

２
％
。
以
下
「
授
業
時
間
数
の
確
保
が

困
難
」（
33
・
５
％
）、「
教
職
員
の
負

担
が
増
加
す
る
」（
19
・
６
％
）、「
教

職
員
の
理
解
が
不
十
分
」（
17
・
５
％
）

な
ど
、
実
施
体
制
の
問
題
を
訴
え
る
声

も
聞
か
れ
て
い
た
。

　

浦
坂
教
授
は
、「
多
く
の
高
校
の
先

生
方
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て『
就

職
す
る
た
め
の
教
育
』『
就
職
支
援
』

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
場
合

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
私
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
の
は
単
に
『
ど

こ
の
会
社
に
就
職
す
る
か
』『
ど
の
大

学
に
行
く
の
か
』
で
は
な
く
、
今
後
10

年
、
20
年
、
30
年
、
40
年
と
働
き
続
け

る
中
で
、
状
況
を
主
体
的
に
乗
り
越
え

て
い
く
力
を
築
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
非
常
に
幅
広
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
徒
や
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
授
業
で
の
調
べ
学
習
で
自
分
の

将
来
を
構
想
し
た
り
、
社
会
に
目
を
向

け
た
り
す
る
も
の
は
、
間
違
い
な
く

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
言
え
ま
す
」
と
、
幅

広
い
試
み
も
含
め
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

考
え
る
べ
き
だ
と
語
っ
て
い
る
。

進
学
率
が
高
い
と
増
え
る
知
識
教
育

　

今
回
の
調
査
の
特
徴
は
、「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」「
職
場
見
学
」
な
ど
の
実

学
と
と
も
に
、
座
学
の
「
知
識
教
育
」

に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

資
料
②
で
実
施
校
を
見
る
と
、「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
43
・
５
％
、「
職

場
見
学
」
43
・
１
％
、「
知
識
教
育
」

52
％
だ
っ
た
。
教
育
課
程
上
の
位
置
づ

け
を
見
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

職
場
見
学
が
「
教
育
課
程
外
」
が
多
い

の
に
対
し
て
、知
識
教
育
は
「
そ
の
他
」

と
共
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

資料②　キャリア教育の内容
校数 ％

インターンシップ
を実施 383 43.5

職場見学を実施 379 43.1

知識教育を実施 458 52.0

資料④　進学率別、学校数、キャリア教育の実施率

資料③　知識教育の具体的な内容（自由回答：420校）
・大学・学部・学科研究、大学の出張講義
・�進路講話、分野別進路ガイダンス、職業調べ、面接指導、小
論文指導、作文指導、書類の書き方指導等
・ＯＢ、社会人講話
・�仕事調べ、仕事につくには、求人票の見方、面接指導、適正
試験、就職試験とはどのようなものか
・働く意義、働き方、業種や職種の理解、マナー等
・ライフプランニング
・社会人基礎力の育成
・�最低賃金、労働時間、有給休暇、男女雇用機会均等法、過労死、
労働基準法等
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実
施
さ
れ
て
い
る
割
合
が
多
か
っ
た
。

　

資
料
③
は
「
知
識
教
育
」
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
。「
大
学
・
学
部
・

学
科
研
究
」「
分
野
別
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
」「
小
論
文
指
導
」
な
ど
進
学
に
関

わ
る
も
の
と
、「
仕
事
選
び
」「
働
く
意

義
」「
労
働
基
準
法
」
な
ど
職
業
・
就

職
指
導
的
な
も
の
に
大
別
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
実
学
と
座
学
の
実
施
状
況
は
、

「
需
要
」（
進
学
率
）
と
「
実
施
可
能
性
」

（
学
校
規
模　

全
校
生
徒
数
：
学
校
規

模
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
し
や
す

さ
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
）
に
依

拠
す
る
と
浦
坂
教
授
ら
は
見
る
。

　

資
料
④
に
よ
れ
ば
、
進
学
率
が
高
く

な
る
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
率

は
極
端
に
低
い
が
知
識
教
育
の
実
施
率

は
高
い
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
浦
坂
教

授
ら
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
的
な
意
味
合

い
も
含
め
な
が
ら
も
、
進
学
に
関
す
る

説
明
会
や
講
演
会
を
充
実
さ
せ
て
い

る
」
と
分
析
す
る
。

　

一
方
、
進
学
率
が
極
端
に
低
い
高
校

で
は
、
知
識
教
育
の
実
施
率
は
低
い
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
率
は
極
め

て
高
い
。「
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
関
連
に

徹
底
的
に
時
間
を
割
く
こ
と
で
、
何
と

か
実
効
性
を
担
保
し
て
い
る
」
と
考
え

ら
れ
る
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
、
知
識
教

育
と
も
に
実
施
率
が
高
い
の
は
進
学
率

60
％
前
後
の
高
校
で
あ
る
。
こ
れ
ら
中

堅
層
で
は
進
学
と
共
に
就
職
の
生
徒
も

一
定
数
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
対
応

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

次
に
学
校
規
模
を
見
る
と
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
実
施
率
が
高
い
の
は
「
小
規

模
校
」「
男
女
別
学
な
ど
同
質
性
が
高

い
高
校
」
で
あ
る
。
逆
に
実
施
率
が
低

い
の
は
大
規
模
校
。
ま
た
、
私
立
校
と

公
立
校
と
を
比
較
す
る
と
、
財
政
や
教

育
課
程
の
面
で
私
立
校
の
方
が
手
厚
い
。

　

こ
れ
ら
か
ら
「
進
学
率
が
低
い
こ
と

で
『
需
要
』
に
直
面
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
現
可
能
性
が
低
い
、
公

立
の
大
規
模
校
ほ
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

実
施
の
た
め
の
公
的
な
支
援
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
」

と
浦
坂
教
授
ら
は
分
析
し
て
い
る
。

　

地
域
性
は
ど
う
か
。「
当
初
、
都
市

部
は
様
々
な
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
も
多

く
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
は
熱
心
な
の
で

は
な
い
か
、
地
方
は
就
職
者
が
多
い
の

で
切
実
な
需
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
ク

リ
ア
な
結
果
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
少
し
細
か
く
見
る
と
異
な
っ
た
結

果
が
出
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
浦
坂

教
授
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

包
括
性
・
連
携
が
鍵
に

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
を
高
校
の
進

路
指
導
担
当
者
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
資
料
⑤
は
進
路
指
導
部
が

答
え
た「
キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
の
成
果
」

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
多
い

の
は
、「
将
来
の
た
め
の
情
報
収
集
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
３
・
82
）。
以

下
、「
働
く
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
」（
３
・
80
）「
自
ら
将
来
を
設
計
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
ら
進
路
選
択

を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
３
・
64
）

な
ど
と
続
く
。

　

浦
坂
教
授
は
、「
総
じ
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
包
括
的
、
複
合
的
（
多
種
多

様
）
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
長
年

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
蓄
積
が
あ
る
と
こ

ろ
（
継
続
性
）、
学
校
以
外
の
地
域
や

家
庭
と
の
連
携
が
充
実
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
単
発
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
比
べ
て
効
果
が
高
い
と
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
進
学
率
の
高
低
と
は
無
関
係
に

現
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
分
析
し
て
い
る
。

資料⑤　キャリア教育全体の成果として、
生徒にどのような変化が見られたか。
（「5. そう思う」～「1. 思わない」の平均スコア）

将来のための情報収集をするようになった 3.82
働くことへの関心が高まった 3.80
自ら将来を設計するようになった 3.64
自ら進路選択を行えるようになった 3.64
挨拶や社会的マナーが身に付いた 3.51
学習活動への意欲が向上した 3.47
より社交的になった 3.11
就職率が向上した 2.90
学校不適応や問題行動が減少した 2.85
離職率が減少した 2.84

資料⑥　インターンシップ・知識教育の実施状況別　キャリア教育の効果項目の平均値
働くことへ
の関心が高
まった

挨拶や社会
的マナーが
身に付いた

自ら将来を
設計するよ
うになった

就職率が向
上した

離職率が減
少した

インターンシップも知識教
育も実施 4.01 3.67 3.73 3.17 3.02

インターンシップは実施してい
るが知識教育は実施していない 3.89 3.58 3.6 2.87 2.75

知識教育は実施しているが、イン
ターンシップは実施していない 3.76 3.52 3.71 2.75 2.78

インターンシップも知識教
育も実施していない 3.42 3.24 3.49 2.64 2.63

（出典：「複合的なキャリア教育の有効性」社会政策学会誌『社会政策』第３巻第 3号より）

●特別レポート　普通科高校でのキャリア教育

　

例
え
ば
資
料
⑥
は
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
の
実
学
」
と
「
知
識
教
育

に
よ
る
座
学
」
の
兼
ね
合
い
が
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
効
果
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
か
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
も
知
識
教
育
も
実
施
し
て
い
る
」
高

校
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
み
実

施
」「
知
識
教
育
の
み
実
施
」「
ど
ち
ら

も
実
施
し
て
い
な
い
」
高
校
に
比
べ
て
、

「
働
く
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
」

「
挨
拶
や
社
会
的
マ
ナ
ー
が
身
に
付
い

た
」「
自
ら
将
来
を
設
計
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
す
べ
て
の
項
目
で
最
も

高
い
平
均
値
を
示
し
て
い
た
。

　

た
だ
し
、「
自
ら
将
来
を
設
計
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」
項
目
で
2
番
目
に
平

均
値
が
高
い
の
は
、「
知
識
教
育
の
み

実
施
」
の
高
校
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
浦
坂
教
授
ら
は
「
新
た
な
知
識
を
積

み
重
ね
て
思
考
を
深
め
る
ほ
う
が
、
特

定
の
業
種
で
の
勤
労
体
験
よ
り
も
、
将

来
の
展
望
に
は
役
立
つ
」
と
分
析
し
て

お
り
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

＊　
　

　

浦
坂
教
授
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
調

査
を
や
っ
て
み
て
、
今
後
の
課
題
が
山

積
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

そ
の
一
つ
が
、「
普
通
科
高
校
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
さ
ら
な
る
分
析

の
必
要
性
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
制
や
内
容
の
経
年

変
化
を
た
ど
り
な
が
ら
、
生
徒
個
人
の

在
学
中
の
成
績
や
卒
業
後
の
就
職
・
進

学
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
客
観
的
に
把
握

す
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
進
学
校
と

そ
う
で
な
い
高
校
ご
と
に
、
正
課
教
育

や
進
路
指
導
、
就
職
指
導
な
ど
高
校
教

育
全
体
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
そ
れ

ら
の
関
係
性
を
見
つ
め
、
長
期
に
わ

た
っ
て
効
果
を
観
察
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後

も
さ
ら
に
分
析
を
進
め
て
ほ
し
い
と
感

じ
た
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、「
進
学
校
で

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
で
あ
る
。
浦
坂
教

授
は
「
私
は
進
学
を
前
提
に
し
て
い
る

高
校
生
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
働
き
か
け
の
有
無
や
内
容
が
、
進
学

先
で
の
教
育
効
果
や
、
卒
業
後
の
就
職

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
就
業
先
で
の
教
育

訓
練
効
果
を
左
右
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
。

　

資
料
⑦
は
進
路
指
導
教
員
か
ら
の

「
本
調
査
」
に
対
す
る
意
見
、
感
想
の

一
部
で
あ
る
。
例
え
ば
「
社
会
に
出
る

基
本
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
等
は
し
っ
か
り
行

い
た
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就

労
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
学
問
を
深
め

さ
せ
て
将
来
に
光
明
を
見
い
だ
せ
る
よ

う
に
し
た
い
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
非

常
に
広
く
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
高
大
連
携
事
業
や
進
路
指
導

の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
等
を
よ
り
充
実
創
意
工
夫
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
」
な
ど
の

声
に
は
、
主
に
進
学
者
の
多
い
高
校
で

考
え
ら
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
高
校
現
場
の
先
生
方
の
声
を
聞

く
と
、
あ
え
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と

言
わ
ず
と
も
、
資
料
③
で
見
た
よ
う
な

「
知
識
教
育
」に
相
当
す
る
実
践
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
。

　

そ
こ
で
「
知
識
教
育
」
の
中
身
に
も

焦
点
を
当
て
、
各
教
育
内
容
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
分
析
を
期
待
し
た
い
。
教
育

内
容
の
相
互
の
関
連
性
が
ど
の
よ
う
に

生
徒
の
進
路
意
識
の
醸
成
や
進
路
の
達

成
に
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
な
ど
に
注

目
し
な
が
ら
、高
校
で
の
広
汎
な「
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
実
態
」
を
明
ら
か
に
し
、

よ
り
有
効
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方

を
提
言
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
高
校

現
場
と
し
て
も
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。�

（
取
材
・
構
成
／
福
永
文
子
）

資料⑦　本調査に対する意見、感想（抜粋）
★現在のキャリア教育について
・県主催の進路研究会ではキャリア教育の重要性が謳われてい
るが、実際の現場ではピンとこない。必要か否かを問われれば
前者だが、それよりも大学進学の結果の方が保護者・教員とも
に敏感である。
・キャリア教育という文言が先走りすぎて、究極のところ何を
目指しているか分からないまま実施を求められている。「成果
と課題を検討し、次年度への実施内容に反映させる」ことはほ
とんどできておらず、同様の学校は多いと思う。
・キャリア教育と言う言葉の概念が曖昧。職業観に関する教育
を軸として、生涯にわたりキャリア発達段階をどう伸ばしてい
くかが主題だと思う。

★各校での取り組みや考え方について
・本校ではキャリア教育の浸透と共に学校が荒れた状態から平
穏を取り戻し、進路実績も向上した。キャリア教育は、実施の
方法次第で学校をより良くしていく可能性がある。
・社会に出る基本、これからの自分の生き方について考えるこ
と等はしっかり行いたいが、インターンシップや就労に必要な
知識を身につけさせることはピンとこない。学問を深めさせて
将来に光明を見いだせるようにしたい。
・キャリア教育は非常に広くとらえられることもできるので、
高大連携事業や進路指導の LHR等をより充実創意工夫してい
くものと考えている。
・更なるモチベーションを維持して生徒が大学入試を受けるた
めには、新たなキャリア教育の展開が不可欠だと思う。
・普通科だからこそ、キャリア教育が必要であり、夢と現実の
折り合いをつけること、少し苦しくても、我慢して努力するこ
とを伝えることの難しさを感じている。
・キャリア教育は、学校全体がうまくつながらなくては効果が
望めない。教員一人一人が「どんな大人になってほしいか」と
いうビジョンを持って教育に取り組むべきであり、実施してい
ることよりも「人」が大切である。
・経済状況の悪化から、就職状況は非常に悪い。キャリア教育
で理想を唱えても、現実とは相違が大きい。高学歴者でも就職
できない時代に、職業観、職業選択について何をどう伝えれば
いいのか現場は戸惑っている。


